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フロンティアサイエンス通信 
七尾高校 SSH Frontier Science 通信 

  

３月１５日（金）に、理数科で毎年開催されているスピーチコンテストが本校視聴覚室で行わ

れました。今年で８回目を迎える今大会は文系フロンティアコースとの合同開催で、予選を突破

した生徒２３人が、それぞれのテーマでコンテストに臨みました。 

 理数科の生徒達は、自分の調べたい科学的なテーマを自分で選び、実験・検証をし、プレゼン

テーションにまとめて県内高校の ALT の先生方から指導を受け、練習してきました。その中から

選ばれた代表１年生３人、２年生１２人が決勝に挑みました。SSH部門の最優秀賞には２６H三野

君が、文系フロンティアコースでは決勝に進んだ８名から１１H福島さんが最優秀賞に選出されま

した。 

 最後に審査員の先生から、「今日はどのスピーチも素晴らしかった。良いスピーチというものは、

最終的には文法の正確さや流暢さよりも、伝えたいことを一生懸命伝えようという強い気持ちが

こもったものが人の心に届く。今日は良いスピーチを有難う。」という言葉を頂き閉会しました。 

 本選出場者と結果は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSH最優秀賞  
26H三野君『茶柱』 

総合司会は文系フロンテ

ィアコースの生徒が担当 

1年生もがんばりました 



 

 

              ～天池合繊株式会社 代表取締役社長 天池源受先生～ 

 

 

 ３月８日（金）、1 年生理数科で行われている人間環境の時間に、『地域の先端企業から学ぶ』と

題して七尾市国下町にある天池合繊株式会社社長の天池源受先生に講義をして頂きました。 

 天池合繊株式会社は、世界一軽く薄いファッション織物“天女の羽衣”を開発し、パリコレには

“Super Organza” として採用されてから、数々の世界のスーパーブランドに向け輸出しています。 

天池先生から、自社製品に対するこだわりや創業以来の戦略について熱く語って下さいました。生

徒達は、身近に海外で活躍している人から直接話を聞くことで大いに刺激を受け、休み時間にも熱

心に質問していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1月に実施された、第 23回日本数学オリンピック（予選）の結果が発表されました。本校からは

残念ながら予選通過者はいませんでしたが、１年生２人が成績上位者に授与される地区表彰に該当

し表彰状と盾をいただきました。また是非来年もチャレンジしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 人間環境講座（１年生理数科） 

天池合繊開発、世界最軽
量の“天女の羽衣”。特殊
縫製技術により開発した
シルク交織素材を使用し
た製品や、チタンコーティ
ング加工を行い金属の光
沢を表現したものなど
様々な製品があります。 
 
 
 
 

生徒の質問に答える
天池氏 

スーパーサイエンスクラ

ブ（SSC）の数学班は数学

オリンピックに向けて勉

強しています。 

 

 

 


